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今
年
度
の
申
請
受
付
期
限
は

　
　

１２
月
末
ま
で
で
す

▲

申込期限　１１月３０日（水） ※予算額に到達した時点で期限内でも終了となります。▲

申込方法　各申請書に必要事項を記入のうえ、添付書類を添えて役場都市建設課まで提出してください。
　　　　　　※申込み用紙は都市建設課窓口、または村ホームページからダウンロードしてください。
▶問 合 せ　都市建設課　☎０２９－８８５－０３４０（内）２２２・２２３

▲

申込期限 １１月３０日（水） ※予算額に到達した時点で期限内でも終了となります。▲

申込方法　各申請書に必要事項を記入のうえ、添付書類を添えて役場都市建設課まで提出してください。
　　　　　　※申込み用紙は都市建設課窓口、または村ホームページからダウンロードしてください。
▶問 合 せ 都市建設課　☎０２９－８８５－０３４０（内）２２２・２２３

地震災害における木造住宅の倒壊等を防止し、災害に強い安全な街づくりを進めるため、木造住宅の「耐震診断」
および「総合支援メニュー」費用の一部を補助しています。
※総合支援メニューとは、耐震改修設計・工事の一括補助となります。

木造住宅耐震改修促進事業木造住宅耐震改修促進事業木造住宅耐震改修促進事業

① 美浦村にある昭和５６年５月３１日以前に着工された木造の一戸建て
住宅（店舗等の用途を兼ねるものは、住宅部分の床面積が過半を
超えること）

② 在来工法および枠組壁工法によって建築されたもの
③ 延べ床面積が３０平方メートル以上のもの
④ 他機関の同様の補助制度による補助を受けていないこと
⑤ 所有者が村税等に滞納がないこと

① 美浦村にある昭和５６年５月３１日以前に着工された木造の一戸建て
住宅（店舗等の用途を兼ねるものは、住宅部分の床面積が過半を
超えること）

② 在来工法および枠組壁工法によって建築されたもの
③ 耐震診断の結果、上部構造評点が１．０未満とされたもので、耐震

改修設計・工事によって上部構造評点を１．０以上とするもの
④ 茨城県木造住宅耐震診断士等が耐震改修設計を行うものであること
⑤ 当該年度の２月末までに耐震改修設計・工事が完了すること
⑥ 他機関の同様の補助制度による補助を受けていないこと
⑦ 所有者が村税等に滞納がないこと

総合支援
メニュー
総合支援
メニュー

耐震診断耐震診断
耐震診断士の派遣

（無料）
耐震診断士の派遣

（無料）

耐震改修工事費の
５分の４以内

（上限１００万円）

耐震改修工事費の
５分の４以内

（上限１００万円）

対　象対　象 補助内容補助内容
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芸

長
く
続
い
た
猛
暑
が
過
ぎ
て
や
っ
と
実
り
の
秋
が
来
る　
　
　
　

石
戸
葎
華

夏
の
夜
空
に
大
輪
咲
か
す
花
火
楽
し
む
老
夫
婦　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

長
い
ト
ン
ネ
ル
い
つ
ま
で
と
続
く
何
を
ど
う
す
り
ゃ
抜
け
だ
せ
る　
　

井
戸
賀
龢
道

縁
結
ん
で
苦
楽
の
坂
の
長
い
旅
路
を
超
え
る
喜
寿　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

一
人
手
酌
で
父
母
偲
ぶ
夏
の
夜
空
に
遠
花
火　
　
　
　
　
　
　

   

小
薗
江
久
美

長
き
悲
願
の
全
国
制
覇
つ
い
に
手
に
し
た
優
勝
旗　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

ま
つ
り
太
鼓
に
鈴
虫
三
箱
夜
長
奏
で
る
心
地
良
さ　
　
　
　
　
　

酒
川
夢
花

来
る
か
来
る
か
と
待
つ
夜
の
長
さ
音
が
気
に
な
る
掛
時
計　
　
　
　

篠
原
美
千
代

矢
羽
模
様
の
ス
ス
キ
を
飾
り
野
良
の
野
菜
と
十
五
夜
に　
　
　
　

関
根
秀
子

長
く
続
い
た
暑
さ
も
去
っ
て
夜
風
涼
し
い
風
呂
上
り　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

あ
な
た
偲
ん
で
見
上
げ
る
夜
空
長
く
尾
を
引
く
流
れ
星　
　
　
　

田
島
草
実

夜
長
虫
の
音
聞
い
て
の
手
酌
浮
腫
う
つ
ろ
な
今
朝
の
顔　
　
　
　

塚
本
夏
雲

母
の
亡
き
後
夜
風
が
清
し
庭
の
虫
の
音
母
の
声　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

夜
の
帳
が
二
人
の
肩
を
寄
せ
る
魔
法
を
か
け
て
去
る　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

い
つ
に
な
っ
た
ら
積
本
読
め
る
活
字
離
れ
の
老
い
来
た
る　
　
　

増
尾
青
蓮

長
寿
世
の
中
奉
仕
や
趣
味
で
若
い
世
代
と
睦
み
合
う　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

秋
の
気
配
は
日
に
日
に
募
り
夜
は
寒
寒
美
浦
静
か　
　
　
　
　
　

山
岸
錦
洋

庭
の
ス
ズ
虫
き
そ
っ
て
鳴
く
わ
暑
さ
つ
ら
さ
が
す
ぎ
た
夜　
　
　

山
﨑
泰
弘

挿
す
花
の
今
日
は
野
の
花
秋
涼
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

つ
り
上
げ
し
口
よ
り
魚
夏
の
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

病
み
た
れ
ば
浴
衣
の
き
み
に
触
れ
も
せ
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

鮎
踊
る
ふ
る
里
の
川
懐
か
し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

車
椅
子
う
な
じ
撫
で
ゆ
く
風
は
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

夕
暮
れ
に
秋
の
声
聞
く
網
戸
越
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
佐
恵

快
適
な
今
日
の
ひ
と
と
き
爽
や
か
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

墓
誌
へ
来
て
惑
ひ
乱
る
る
蟻
の
列　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

台
風
一
過
丹
精
の
田
に
た
た
ず
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

仕
舞
風
呂
鈴
ふ
る
如
く
虫
鳴
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

水
蓮
の
葉
影
花
影
メ
ダ
カ
の
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

白
提
灯
吊
し
て
淋
し
夜
半
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

新
盆
の
御
灯
消
し
て
し
ば
し
座
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

蜩
や
歩
道
橋
そ
ば
大
欅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

謂
知
る「
鐘
の
鳴
る
丘
」祈
る
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子
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